


[要約〕極小未熟児の精神発達を、4 歳、6 歳、小学 1 年時に、Wechsler 系知能検査

(WPPSI,WISC-R)を用いて検討した。対象児は神経後障害児を除いた 47 名である。

就学前 4 歳、6 歳の IQ はすべて標準平均にあり、6 歳時に、IQ ・ VIQ ・ PIQ はすべて 4

歳時より有意の上昇をみせた。

さらに就学後の IQ は 3 例を除き、正常あるいはそれ以上の知能段階にあり、6 歳から小

学 1年にかけて VIQが有意に上昇した。

VIQ、PIQ の不均衡は、高率に認められたが`(45～47%)、VIQ＜PIQ 型が多く、男児に多か

った。

4 歳時 VIQ の低い不均衡群においても、その後 6 歳、小学 1 年で言語性能力が catch　ap

する傾向にあり、WPPSI 上の 4 歳時の不均衡は、極小未熟児の知能発達上の一つの特徴と

も考えられる。


